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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年4月30日(2009.4.30)

【公表番号】特表2005-529989(P2005-529989A)
【公表日】平成17年10月6日(2005.10.6)
【年通号数】公開・登録公報2005-039
【出願番号】特願2004-501507(P2004-501507)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  83/05     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 183/05     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 201/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 183/05     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 201/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  83/05    　　　　
   Ｃ０８Ｌ 101/02    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 183/05    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 201/02    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 183/05    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 201/02    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年3月9日(2009.3.9)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　（Ａ）少なくとも１つの脂肪族不飽和部分を持つ少なくとも１つの化合物；
　　（Ｂ）１分子につきシリコンに結合した水素原子を少なくとも１つ含有する、少なく
とも１つの有機水素シリコン化合物であって、式（ＩＩＩ）：
【化１】

により記述され、式中、各Ｒは独立に、水素原子、および脂肪族不飽和部分のない１～２
０炭素原子を含む１価の炭化水素基から選択され、ａは１～１８の整数であり、ｂは１～
１９の整数であり、ａ＋ｂは３～２０の整数であり、各Ｘは独立に、ハロゲン原子、エー
テル基、アルコキシ基、アルコキシエーテル基、アシル基、エポキシ基、アミノ基、また
はシリル基、または－Ｚ－Ｒ４基から選択された官能基であり、ここで各Ｚは独立に、酸
素、および２～２０炭素原子を含む２価の炭化水素基から選択され、各Ｒ４基は独立に、
－ＢＲｕＹ２－ｕ、または式（ＩＶ）：
　　（Ｙ３－ｎＲｎＳｉＯ１／２）ｃ（Ｙ２－ｏＲｏＳｉＯ２／２）ｄ（Ｙ１－ｐＲｐＳ
ｉＯ３／２）ｅ（ＳｉＯ４／２）ｆ（ＣＲｑＹ１－ｑ）ｇ（ＣＲｒＹ２－ｒ）ｈ（Ｏ（Ｃ
ＲｓＹ２－ｓ））ｉ（ＣＲｔＹ３－ｔ）ｊ

により記述される基から選択され、ここでＢはボロンであり、各Ｒは前に定義された通り
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であり、ｃ＋ｄ＋ｅ＋ｆ＋ｇ＋ｈ＋ｉ＋ｊの合計は少なくとも２であり、ｎは０～３の整
数であり、ｏは０～２の整数であり、ｐは０～１の整数であり、ｑは０～１の整数であり
、ｒは０～２の整数であり、ｓは０～２の整数であり、ｔは０～３の整数であり、ｕは０
～２の整数であり、各Ｙは独立に、ハロゲン原子、エーテル基、アルコキシ基、アルコキ
シエーテル基、アシル基、エポキシ基、アミノ基、またはシリル基、またはＺ－Ｇ基から
選択された官能基であり、ここでＺは前に定義した通りであり、各Ｇは式（Ｖ）：
【化２】

により記述されるシクロシロキサンであり、式中、ＲおよびＸは前に記載した通りであり
、ｋは０～１８の整数であり、ｍは０～１８の整数であり、ｋ＋ｍは２～２０の整数であ
り、但し、式（ＩＶ）において、Ｙ基の内の１つは、Ｒ４基に結合しているＺ基により式
（ＩＩＩ）のシクロシロキサンへと置き換えられ、更に、式（ＩＩＩ）の少なくとも１つ
のＸ基が、－Ｚ－Ｒ４基であり、ｇ＋ｈ＋ｉ＋ｊ＞０の場合、ｃ＋ｄ＋ｅ＋ｆ＞０であり
；Ｚが２価の炭化水素基である場合、ａ＝１、ｃ＝２、ｅ＋ｆ＋ｇ＋ｈ＋ｉ＋ｊ＝０、お
よびｄ＞０であり、その時少なくとも１つのｄ単位（つまり、Ｙ２－ｏＲｏＳｉＯ２／２

）が－Ｚ－Ｇ基を含有するか、または、ｃ単位（つまり、Ｙ３－ｎＲｎＳｉＯ１／２）が
－Ｚ－Ｇ基を持たないかもしくは少なくとも２つの－Ｚ－Ｇ基を持ち；および
　　（Ｃ）白金族金属含有触媒
を含む組成物。
【請求項２】
　ｂが２～１９の整数であり、ｃが０～５０の整数であり、ｄが０～５０００の整数であ
り、ｅが０～４８の整数であり、ｆが０～２４の整数であり、ｇが０～５０の整数であり
、ｈが０～５０の整数であり、ｉが０～５０の整数であり、ｊが０～５０の整数である、
請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　ｃが２～１５の整数であり、ｄが０～１０００の整数であり、ｅが０～１３の整数であ
り、ｆが０～６の整数であり、ｇが０～２０の整数であり、ｈが０～２０の整数であり、
ｉが０～２０の整数であり、ｊが０～１５の整数である、請求項１または２に記載の組成
物。
【請求項４】
　各Ｒは独立に、水素原子、１～８炭素原子を含むアルキル基、または６～９炭素原子を
含むアリール基から選択され、各ＸはＺ－Ｒ４基であるかまたは独立に、クロロ、メトキ
シ、イソプロポキシ、ならびに、式（ＩＩＩ）または（Ｖ）への前駆体シロキサンからの
ＳｉＨとの、ヒドロキシブチルビニルエーテル、ビニルシクロヘキシルエポキシド、およ
びアリルグリシジルエーテルからのアルケニル基のヒドロシリル化由来の基から選択され
、ここでＺは２価の炭化水素基であり、Ｒ４が、－Ｒ２ＳｉＯ（Ｒ２ＳｉＯ）ｄＳｉＲ２

－Ｚ－Ｇ、－Ｒ２ＳｉＯＳｉＲ３、－Ｒ２ＳｉＯＳｉＲ２－Ｙ、－ＲＳｉ（ＯＳｉＲ３）

２、から選択され、ここで、ｄは１～５０の整数であり、Ｚ、ＧおよびＲは以前に記載さ
れた通りである、請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
　各Ｒ基が独立に、水素、メチル、α－メチルスチリル、３，３，３－トリフルオロプロ
ピル、およびノナフルオロブチルエチルから選択される、請求項１～４のいずれか１項に
記載の組成物。
【請求項６】
　Ｒがメチルであり、ｄが平均８である、請求項１～５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項７】
　成分（Ｂ）が、以下の構造式：



(3) JP 2005-529989 A5 2009.4.30

【化３】
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【化４】
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【化５】

から選択され、式中、Ｍｅがメチルであり、ｄ１＋ｄ２＝ｄであり、ｘが１～１００の範
囲であり得る、請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項８】
　成分（Ｂ）が、以下の構造式：
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【化６】

により記述され、式中、Ｍｅがメチルであり、ｄが平均８であり、ｘが１～１５の整数で
ある、請求項１～７のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項９】
　成分（Ｂ）が、前記構造式により記述され、式中、そのＳｉＨ結合の５～７０％が、炭
化水素、オキシ炭化水素、または官能基により置き換えられる、請求項７または８に記載
の組成物。
【請求項１０】
　成分（Ｂ）が、前記構造式により記述され、式中、そのＳｉＨ結合の５～５０％が、ア
リルグリシジルエーテルのヒドロシリル化由来の官能基（プロピルグリシジルエーテル基
）またはビニルシクロヘキシルエポキシドのヒドロシリル化由来の官能基、アルキル基、
またはアルケニル基により置き換えられる、請求項７または８に記載の組成物。
【請求項１１】
　成分（Ｂ）が、前記構造式により記述され、式中、そのＳｉＨ結合の１０～３０％が、
アリルグリシジルエーテルのヒドロシリル化由来の官能基（プロピルグリシジルエーテル
基）により置き換えられる、請求項７または８に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記有機水素シリコン化合物が、１分子につき少なくとも２つのシリコン結合水素原子
を含有する、請求項１～１１のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記有機水素シリコン化合物が、１分子につき少なくとも３つのシリコン結合水素原子
を含有する、請求項１～１１のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記化合物が、５～５０，０００ｍＰａ．ｓの粘度を持つ、請求項１～１３のいずれか
１項に記載の組成物。
【請求項１５】
　成分（Ａ）が、トリメチルシロキシ末端ポリジメチルシロキサン－ポリメチルビニルシ
ロキサンコポリマー、ビニルジメチルシロキシ末端ポリジメチルシロキサン－ポリメチル
ビニルシロキサンコポリマー、トリメチルシロキシ末端ポリジメチルシロキサン－ポリメ
チルヘキセニルシロキサンコポリマー、ヘキセニルジメチルシロキシ末端ポリジメチルシ
ロキサン－ポリメチルヘキセニルシロキサンコポリマー、ビニルジメチルシロキシ末端ポ
リジメチルシロキサン－ポリメチルヘキセニルシロキサンコポリマー、トリメチルシロキ
シ末端ポリメチルビニルシロキサンポリマー、トリメチルシロキシ末端ポリメチルヘキセ
ニルシロキサンポリマー、ビニルジメチルシロキシ末端ポリジメチルシロキサンポリマー
、およびヘキセニルジメチルシロキシ末端ポリジメチルシロキサンポリマー、ビニルジメ
チルシロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン－モノメチルシルセスキオキサン）ポリマー
、ビニルジメチルシロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン－ビニルメチルシロキサン－メ
チルシルセスキオキサン）コポリマー；トリメチルシロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサ
ン－ビニルメチルシロキサン－メチルシルセスキオキサン）ポリマー、ヘキセニルジメチ
ルシロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン－モノメチルシルセスキオキサン）ポリマー、
ヘキセニルジメチルシロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン－ヘキセニルメチルシロキサ
ン－メチルシルセスキオキサン）コポリマー；トリメチルシロキシ末端ポリ（ジメチルシ
ロキサン－ヘキセニルメチルシロキサン－メチルシルセスキオキサン）ポリマー、ビニル
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ジメチルシロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン－シリケート）コポリマー、ヘキセニル
ジメチルシロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン－シリケート）コポリマー、トリメチル
シロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン－ビニルメチルシロキサン－シリケート）コポリ
マー、およびトリメチルシロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン－ヘキセニルメチルシロ
キサン－シリケート）コポリマー、ビニルシロキシまたはヘキセニルシロキシ末端ポリ（
ジメチルシロキサン－ヒドロカルビルコポリマー）、ビニルシロキシ末端またはヘキセニ
ルシロキシ末端ポリ（ジメチルシロキサン－ポリオキシアルキレン）ブロックコポリマー
、アルケニルオキシジメチルシロキシ末端ポリイソブチレン、およびアルケニルオキシジ
メチルシロキシ末端ポリジメチルシロキサン－ポリイソブチレンブロックコポリマーから
選択される、請求項１～１４のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１６】
　成分（Ａ）が、少なくとも２つの脂肪族不飽和部分を持つ少なくとも１つの化合物を含
む、請求項１～１５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１７】
　硬化コーティングの調製方法であって、
　　（Ｉ）（Ａ）少なくとも２つの脂肪族不飽和部分を持つ少なくとも１つの請求項１５
または１６に記載の化合物；
　　　　　（Ｂ）１分子につき少なくとも３つのシリコン結合水素原子を含有する少なく
とも１つの請求項１３に記載の有機水素シリコン化合物；および
　　　　　（Ｃ）この反応を触媒するに充分な量で存在する白金族金属含有触媒
を混合し；
　　（ＩＩ）（Ｉ）からのこの混合物を、基材の表面上にコーティングし；ならびに
　　（ＩＩＩ）該コーティングおよび該基材を、該コーティングを硬化させるに充分な量
の（ｉ）熱および（ｉｉ）照射から選択されるエネルギー源にさらす
ステップを含む当該方法。
【請求項１８】
　（ＩＶ）ステップ（ＩＩＩ）後のコーティング上に感圧接着剤を適用することを更に含
む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　請求項１７または１８に記載の方法により調製される、硬化コーティング。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５６】
　Ｘが官能基である場合、各Ｘが、クロロ、メトキシ、イソプロポキシ、ならびに、式（
ＩＩＩ）または（Ｖ）への前駆体シロキサンからのＳｉＨとの、ヒドロキシブチルビニル
エーテル、ビニルシクロヘキシルエポキシド、およびアリルグリシジルエーテルからのア
ルケニル基のヒドロシリル化由来の基から、独立に選択されているのが、好まれており、
ここで用語該前駆体シロキサンは、その後更に反応され得る初期の式（ＩＩＩ）または（
Ｖ）の材料および如何なる初期の式（ＩＩＩ）の材料を調製するにも使用されるシロキサ
ン材料を包含する。Ｘが官能基である場合、それが、式（ＩＩＩ）への前駆体シロキサン
からのＳｉＨとの、アリルグリシジルエーテルからのアルケニル基のヒドロシリル化由来
であることがより好ましい（つまり、プロピルグリシジルエーテル）。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００５７】
　式（ＩＩＩ）および（Ｖ）の各Ｘは、Ｚ－Ｒ４基をも含んでもよい。ＸがＺ－Ｒ４基で
あることが好ましい。Ｘが、－Ｚ－Ｒ４基と、アリルグリシジルエーテルのヒドロシリル
化により由来する官能基（つまり、プロピルグリシジルエーテル）またはビニルシクロヘ
キシルエポキシドのヒドロシリル化により由来する官能基との両方を包含することが、よ
り好ましい。該官能基が、アリルグリシジルエーテルのヒドロシリル化により由来する（
つまり、プロピルグリシジルエーテルである）ことが、最も好ましい。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７４】
　本発明において有用な有機水素シリコン化合物に関しては、ｇ＋ｈ＋ｉ＋ｊ＞０の時ｃ
＋ｄ＋ｅ＋ｆ＞０であることが好ましい。
　　（ａ）式（ＩＩＩ）の少なくとも１つのＸ基が、－Ｚ－Ｒ４基であり；
　　（ｂ）Ｚが２価の炭化水素基である場合、ａ＝１、ｃ＝２、ｅ＋ｆ＋ｇ＋ｈ＋ｉ＋ｊ
＝０、およびｄ＞０であり、その時少なくとも１つのｄ単位（つまり、Ｙ２－ｏＲｏＳｉ
Ｏ２／２）がＺ－Ｇ基を含有するか、または、ｃ単位（つまり、Ｙ３－ｎＲｎＳｉＯ１／

２）が－Ｚ－Ｇ基を持たないかもしくは少なくとも２つの－Ｚ－Ｇ基を持ち；
　　（ｃ）Ｚが２価の炭化水素基である場合、ａ＝１、ｃ＝２、ｄ＋ｅ＋ｆ＋ｇ＋ｈ＋ｉ
＋ｊ＝０であり、その時ｃ単位（つまり、Ｙ３－ｎＲｎＳｉＯ１／２）が－Ｚ－Ｇ基を持
たないかもしくは少なくとも２つの－Ｚ－Ｇ基を持つ
ことがより好ましい。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８９】
　前記の炭化水素、オキシ炭化水素、または官能基の例は、基Ａに関して本明細書中で以
降記載されるタイプの基を包含する。好ましい基は、アリルグリシジルエーテルのヒドロ
シリル化物（つまり、プロピルグリシジルエーテル）またはビニルシクロヘキシルエポキ
シドのヒドロシリル化により由来する官能基、１－ヘキシル、１－オクチルのようなアル
キル基、エチルシクロヘキセン、５－ヘキセニルのようなアルケニル基に由来する官能基
を包含する。最も好ましいのは、そのＳｉＨ結合が、アリルグリシジルエーテルのヒドロ
シリル化に由来する官能基により置き換えられることである。
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